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ETJPの今後の活動予定

2004年5月12日

ETJP事務局
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スケジュール(当初計画)

2003年
8月 9月 10月 11月 12月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2004年
1月

▲
ENUMトライアルDNS
運用開始

▲
ETJP設立
メンバ募集開始

▲
一次報告会

▲
二次報告会

フェーズ1:通信アプリケーション接続実験

フェーズ2: 通信サービス実験

▲
ENUMレジストリ
一次拡張

▲
ENUMレジストリ
二次拡張

※実験は参加組織がそれぞれ進めていくため、詳細なマイルストーンは定義していない

フェーズ3: 通信サービス間相互接続の実験

9/17
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これまでの実験範囲と今後

ENUM DNS

アプリケーション・端末

通信サービス

通信サービス組合せ

ユーザ

フェーズ1

フェーズ2

フェーズ3

これまで

今後

ENUMクライアント

ENUM SDK

ENUMアプリケーション
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今後の実験項目

• プレイヤ
– 通信事業者、ISP
– 機器、端末(アプリケーション)ベンダ
– レジストリ/レジストラ

• 実験内容
– (1通信事業社内通信サービス実験)
– 通信事業者間通信サービス実験
– 国際接続実験
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今後の実験遂行上の主な課題

• プライバシ/セキュリティ
– PandS WG

• ENUM DNSの要件
– DNS WG

• ENUMで用いる(電気通信)番号
– 実験用番号？
– ENUM用番号？

• ENUMトライアル用番号空間のdelegation
– 国際接続実験では、1.8.e164.arpa配下の空間が必要
– ETJPが管理組織となる？
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ENUM推進上のキーワード

• 認知度
• キラーアプリケーション
• ビジネスモデル

– 収入源
– 役割分担

• 関連法規
• 国境不在
• 既成の仕組み


